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駆
す
る
に

'..

.一，、

.農
業
の
ブ
ル
デ
ュ
ヮ
化
に
お
け
る

m

つ
の
、
道

」

の

視

點

が

缺

除.

■
し
て
い
る
こ
と
。
.

.

••
'

.一一
、
從
つ
て
ま
た
、「

地
主
的
經
營
.

一

と
嚴
密
な
意
味
で
め
.

「

資
本
家

- 

へ

;' 
的
經
營
ナ
と
の
：

 

區別
が
な
：

 
さ
れ
て 
い
な
い 
こ
と 

o
, 

- 

'三
、
農
地
改
革
の
必
然
拽
に
關
す
る
理
論
が
、
論
理
的
に
一
貫
し
て
芷
.

し
く
把
猩
さ
れ
て
い
な
い
こ
と0

- 

四
、
農
槳
の
近
代
吡
を
農
業
の
機
械
化
に
矮
小
化
し
ょ
う
と
す
る
偏
向 

く 

'
'
の
あ
る
こ
と
。.

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る。

>
' 

,
,
.
.

.
r

農
業
の
機
械
化
が
、
小
作
爭
議
を
通
じ
て
近
代
的
な
も
の
が
た
た
か 

.い
と
ら
れ
た
と
こ
カ
に
お
い
て
、
發
展
し
て
い
る

」

.

c

四
，

1.

九
頁)

こ
と
は 

事
實
で
あ
り
、
そ
の
ょ
う
に
理
解
す
る
こ
と
は
全
く
正
し
い
と
し
て
も
、 

農
業
の
近
代
化
が
農
業
の
機
械
化
に
矮
小
化
さ
れ
、
そ
れ
が
私
的
經
營
の
，
 

技
術
的
基
礎
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
と
き
、
農
段
運
励
は
單
な
る
土
地
獲
得

V 

踊
带
と
な
つ
て
し
ま
い
、
そ
れ
こ
そ
、
權
カ
問
題
拔
き
の
巾
•
富
農
的
農 

民
運
動
に
墮
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

 

.

今
日
の
農
民
問
題
は
、
權
カ
問
題
と
し
て
の
勞
農
同
盟
の
問
題
で
あ
り
、

、
 

土
地
獲
得
闘
银
は
そ
の
環
の
ヶ
ル
ゾ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ノ 

‘ら
な
い

o吉
闕
厌
が
、r

經
濟
學

.は、
封
建
的
•
資
本
主
義
的
な
も
の
と 

た
た
か
う
働
く
農
民
と
勞
働
者
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

」
(

四
ニ
一 

頁)

と
す
る
な
ら
ば
、
農
業
の
近
代
化
を
農
業
の
機
械
化
に
矮
小
化
し
て 

は
な
ら
ず
、
權
カ
問
題
と
し
て
の
勞
農
同
盟
の
問
題
視
角
を
見
落
し
て
は
'

.i 
ニ

六

(

.四五
六)

，
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
ぅ
。：

,

、
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10.)

.

.現
在
の
世
界
情
勢
の
特
徵
は
、
一
一
っ
の
發
展
方
向
が
お
る

こ

と

で

あ 

る
。
こ
れ
は
經
濟
發
展
を
示
す
指
標
に
は
づ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
い
る

。
ゾ 

同
盟
のH

業
生
產
高
は
一
九
五
一
年
に
ニ
九
年
の
ニ
ニ
倍
と
な
り
、
國
民 

所
得
饵
四
〇
年
に
比
し
て
五
一
年
に
八
三̂增
ぇ
た
。
第
五
.次
五
力
年
計
、 

翳
の
末
に
は
工
業
生
產
高
は
四
〇
年
に
比
べ
て
三
倍
に
な
る
1。
ま
た
人
民 

民
主
主
義
諸
國
で
も
五
ニ
年
の
工
業
生
產
高
は
五
一
年
ょ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
•

ド
で
二
〇
％
增
、
チ
ェ
コ
ス
口
ヴ
ァ
キ

rで
1八
增
％
、
ハ

'ン
.
ガ

リ

ー

で 

，
ニ

四
增̂
、
ル
ー
マ
二
.ア
で
ニ
三

增̂
、
ブ
ル
.ガ
リ
ア
は
一
八

增̂
、
ド 

ィ
ッ
埒
主
共
和
國
は
一
六
釤
增と
な
っ
て
發

Mを
示
し
て
い
る
9

こ
れ
に 

對
し
資
本
主
義
諸
國
は
ど
ぅ
か,0
ア
メ
リ
ヵ
のH

業
生
產
は
一
.九
一
.一
九
年
..

 

か
ら
三
九
年
迄
停
滞
し.、第
二
次
大
戰
中
に
軍
需
生
產
の
.激
增
に
ょ
っ
て 

上

#し
た
。
し
か
1そ
の
後
、
四
六
年
は
四

〕

ー‘ー
年
ょ
り|ー
九
涔
減
、
四
九

論

文

紹

介

. 

•

. 

’

年
は一

一
.六
涔
減
と
.な
り
、
朝
鮮
干
渉
に
ょ
っ
て
再
び
五
一
年
は
ニ
九
年
の 

ニ
ー
倍
と
な
る
と
い
つ
た
力
ー
ブ
を
描
い
て
い
る
。
ィ
ギ
リ
ス
は
ニ
九
年
か 

ら
五
一
年
迄
の
間
に
六
〇
％
し
か
增
加
し
て
い
な
い
。

_ 
，新
し
い

民

主

的

世

思

帘

場

は

販

賣

難

な

ど

.
‘と

い

i

の
を
知
ら
な
い
。

何
故
な
ら
民
主
主
義
陣
營
の
ど
の
國
の
生
產
も
恐
慌
に
お
ち
い
る
こ
と
な 

.く
絕
え
ず
增
大
し
、
勤
勞
者
の
物
質
的
狀
態
が
改
善
さ
れ
て
い
る
の
で
、 

こ
の
陣
營
吖
市
場
の
規
模
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
軍
一
の
世
思
市 

場
の
崩
壊
と
民
主
主
義
諸
國
の
新
し
い
平
行
し
た
世
思
市
場
の
形
成
は
、
 

世
界
資
本
主
義
市
場
が
縮
少
し
、
世
界
資
源
に
對
す
る
資
本
主
義
諸
國
の 

勢
力
圏
が
縮
ま
.っ.た
こ
と
を
意
味
す
る
。
人
民
民
主
主
義
諸
國
は
ソ
同
盟 

:の
援
助
に
ょ
，つ
て
發
展
を
續
け
る
。
こ
れ
ら
の
國
は
戰
前
、
帝
國
主
義
諸 

國
に
對
す
る
原
料
供
給
地
で
あ
り
、
帝
國
主
義
諸
國
の
販
賣
市
場
で
あ
っ 

た
が
、
今
や
、
こ
れ
ら
の
國
は
資
本
主
義
諸
國
か
ら
商
品
を
轍
入
す
る
必 

'要
が
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
自
國
の
生
產
し
た
餘
剩
商
品
を
輸
出
す
る
必 

要
を
感
ず
る
の
も
間
近
い
。

 

,

こ
の
ょ
う
に
、
車
ー
做
界
市
場
の
崩
壤
と
相
對
立
す
る
ー
一
っ
の
平
行
的 

な
市
場
の
形
成
、
相
反
す
る
發
展
傾
向
と
い
う
こ
と
が
、
第
二
次
大
戰
後 

の
重
要
因
で
.あ
る
。
 

.
' 

.

.

，
こ
の
世
界
資
本
主
義
體
制
の
へ
一
般
的
危
機
の
上
に
立
っ
て
、
資
本
主
義 

諸
國
の
外
見
上
の
發
展
は
眾
事
ィ
シ
フ
レ
景
氣
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
の 

.で
あ
る
。'つ
ま
り
、
最
大
.限利
潤
の
取
得
と
い
う< 
こ
の
必
要
が
、
獨
占 

.

.資
本
主
義
を
か
り
た
て
て
、M員
⑽
や
そ
の
.他の
i
國
を

ft
務
奴
隸
化 

,

し
、
架
統
的
に
强
奪
し
、
：多
く
の
獨
立
國
を
從
屬
國
に
轉
化
し
、
現
代
資

'
j
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七
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:
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四
五

.七〉
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一

r

田
學
畲
雜it

第
四
十
七
卷
，第
四
^

■
一

八
1

(

四
五
八)

本
.主
義
の
瓦
頭
た
ち
にと

つ
て
最
大
.限
利
澗
を
ひ
き
だ
す
.の
に
最
兔
；の

.

_
「

ビ

ジ

、
不X」
で
あ
る
新
し

.い
戰

带

を

し

く

み

'、
最

後

に

は

世

界

の

經

濟

.. 

的

亥

配.を
か

ち

と

ろ

ぅ'と
い

ぅ

行

励

，
に

進

ま

..
せ
る

で̂
あ
る
。「

こ

..
の
軍

... 

鄯
的
方
向
は
國
民
の
消
費
ど
は
關
係
の
な
い
戰
爭
に
必
要
な
物
の
生
產
を 

で
き
る
だ
け
擴
大
し
、
國
民.の：i
物

資

，
の

生

塵.
お

..
よ
び
市
場
べ
.の放
出
，
 

を

'で
き
る
だ
け
^v

し
、
し
た
がD

て
國
民
の
消
費
を
縮
少
し
て
、
國
を 

經
濟
恐
慌
に
直
面
さ
せ
る

」

：
 

<ス.：タ
1リ
，ン)

。
.

...ア

メ

リ

カ

の

廣

眾

事

費

は

一

九

三

七

—

三
八
會
計
年
度
に
は
.
ー
'0
億 

.ド
ル
で
豫
算
總
額.の
一
四̂

で
あ
っ
た
が
、

1

九
五
ニ
ー
五
三
會
計
年
库 

に
は
五
八
一
一
億
ド
ル
で
全
額
の
七
四
泠
と
な
つ
て
い
る
。
ィ
ギ
リ
ス
.ば

玛 

在
,

.

皇

_

、

フ
ラ
ン
ス
は
四
〇
涔
で
あ
る
。
.
ま
た
ア
メ
リ
カ
航
空 

機
工
業
の
九
〇
％
以
上
' 

エ
作
機
械:1
:

榮
の
七
0

%
、.
金
屬
加
1:
_

の
製 

品
の
三
分
の
一
以
上
が
取
需
關
係
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
全
エ
業
生
產
め 

約
ニ
〇
丨
ニ
五̂
が
堪
需
用
で
あ
る
。
更
に
ア
メ
リ
办
の
倉
庫
に
は
戰
毕 

貯
藏
用
と
し
て
九
〇
億
ド
ル
以
上
の
原
料

•

資
材
を
た
く
わ
え
て
い
る
。
.
 

そ
の
1

の
諸
國
も

*

囊

を

货

行

し

、
規
模
は
大
き
く
な
る
の
に
、
エ
業
生 

'
產
は
各
國
と
も
低
下
を
示
し
て
い
る
。
民
！

|g

產
業
が
縮
少
さ
れ
る
た
め
、

¥需
生
產
の

^
if
に
よ
つ
て
も
*-
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ち
で
あ.. 

る
。

■

、

.

.

し
か
し
眾
腿.と
經
濟
の
钳
琪
化
は
獨
占
資
本
を
富
ま
せ
る
源
で
あ
る
。 

ナ
メ
リ
カ
の
會
社
利
潤
は
最
低
で
も
一
九
三
四
丨
三
八
年
に
，一

r
o

一
億
ド 

.ル
、

一
九
四
一ー

四
五
年
に
一
、
〇
七◦

億
ド
'
ル
、
，
一
九
四
七
丨
五
一
年 

に
、

て
七
五
四
億
ド
ル
、

一
九
五
ニ
年
に
四
ニ
〇
億
ド
ル
と
い
う
。
兵

器
生
產
は
政
府
機
關
と
の
契
約
に
よ
っ
て
取
價
を
高
く
決
め
ら
れ
る
か
ら 

i
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
販
路ば
保
障
さ
れ
融
資
さ
えあ
る
。 

'上
院
中
小
企
業
委
員
會
の
資
料
で
は
、
政
府
の
：取
需
法
文
の
約
六
〇
涔
は 

1〇
〇
の
會
社
に
、.
.
.
四

0涔
は
十
大
會
社
亿
與
え
ら
れ
て
い_る
。

む

の

よ

：
ぅ

な

軍

需

に

よ

る

,

「

ビ
ジ

.、不
ス」

の
繁
榮
の
_高
水
律
雜
持
の
立 

論
ぼ
現
實
に
よ
っ
.
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
.表
によ
っ
て
も
外
國
贸
易 

.
資
本
主
義
市
場め
轍
迅
網
と
外
國
贸
易
量/ 

,

\

輸

'出
額

：

外
國
'贸
易
戢 

.
 

i 

.

.
f
i

ド
ル)

(

一
九
三
七
年
" 
一

0
0

)

'■
一
 
九
五
〇
年
上
半
期
：

.
ニ

四

七：

•

一
一
 
三 

ゾ

,
.
下
半
期
'

.

三〇六

 

ニ

1八
、

一
九
五
一
年
上
半
期.

.

三
七
六 

r

三
六 

■
/ 

'下半期

」

：

三七八

;.
.
.
一 
三

四

：
'

■
•九
■
年
上
泮
期
.

三
七
ニ
 

一
三
，四 

の

.發
展
が
と
ま
0-
、
輸
出
能
カ
が
睜
滯
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
こ
れ
は 

經
濟
渾
事
化
の
直
接
：の
結
果
で
あ
る
と
斷
じ
て
い
る
。

(

加
藤

：
' 寛)

.

ヤ
ス
ノ
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ス
キ
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設
備
質
易
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二
っ
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發
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方
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丨

O3
«o)

第
二
次
大
戰
後
、
世
界
贫
易
に
お
け
る
主
要

1C

本
主
義
諸
國
の
競
带
者

と
し
て
、
ド
イ
ツ
と
日
本
は
圈
外
に
落
ち
た
。
そ
し
て
進
出
し
た
の
は
ア 

メ
リ
力
で
あ
つ
た
。
一
九
三
七
年
に
ア
メ
リ
カ
の
機
械

V

モ

ー

タ

ー

：

運 

‘

轍
手
段
の
轍
出
額
は
允
億
ド
ル
、
イ
ギ
リ
ス
は
五
億
一
千
ニ
百
萬
ド
ル
、
.

. 

.

.フラ
ン
ス
は
一
億
一
千
三
百
萬
ド
ル.で
あ
つ
た
が
.、
一
九
四
七
年
に
は
、

ア
メ
リ

カ

が

一

一
六
億
七
千
萬
ド
.ル、
イ
ギリ
ス

は
九
億
芄
千
五
百
萵
ド
ー
ル、

'. 

フ
ラ
ン
ス
は
一
億
八
千
三
百
萬
ド
ル
と
な
つ
た
。

.

.

フ
ラ
ゾ
ス
、

.イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
と
い
ず
れ
も
設
備
輸
出
が
增
大
し 

.た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世#の
總
計
は
一
九
四
七
年
に、
.ニ
九
年
の
八
八- 

.

.
多
、
四
八
年
に
は
八
五

、̂
'四
九
年
は
九
五

、̂

■五
◦

年

に

は

八

四

•

五 

%、
五

1年
に
ば
八
三
.五
％
と
頭
打
ち
の

.狀
態
で
あ
り
、
こ
の
中
に
箪 

需
品
も
か
な
り
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
、

一
九
五
一
年
ア
ス
リ
カ
の
眾
需
品 

轍
出
は
設
備
.輸
遂
巾
一
七

、̂

5
一
年
に
は
一
一
ニ

X

を
占
め
た
。

.こ
の
ょ
ぅ
な
ア
メ
リ
力'獨
tH
資
本
の
膨
脹
は
常
然
ア
メ
リ
力
と
イ
‘ギ
リ 

ス
と
の
圆
带
、
更
に

ド̂
イ
ツ
、

.日
本
の

&
|̂
'に
ょ
る
新
な
國
爭
を
生
ん. 

で

.い
る
。
例
え
ば
日
本
は
。ハ.
キ
ス
タ
ゾ
向
け
の
設
備
を
イ
ギ
リ
ス
ょ
り
三 

'

割
安
く
轍
出
し
て
お
り
、
西
ド
イ
.ツ
は
中
南
米
諸
國
で
ア
メ
リ
カ
資
本
を
■へ 

.

驟
逐
し
て
い
る0 ：

.

- 

•

.

所
が
民
主
主
義
_營
諸
國
の
設
備
市
場
は
、
各
國
の
發
展
と
と
も
に
販.

•

路
の
困
難
を
知
ら
な
い
。
こ
の
中
心
と
な
る
ソ
同
盟
の
機
械
と
設
備
と
の

'.
.

.

生
產
は
、

一
九
五
ニ
年
に
旣
に
第
一
次
と
第
二
次
五
力
年
計
靈
を
合
わ
せ
，
 

た
ょ
り
も
多
く
な
つ
た.。
一
.九
五

五

年

に

は

、

「

九

四

〇

年

の

四
«.
.
.
六

倍 

-

に
な
る
。
ま
た
チエ
コ

ス

口
ヴ
ァ
キ
ア
の

工
業
生
產
高
は
.一
九
五
ニ
年
にぐ

前
年
比
一
.
.
八

•三
多

.增
、
特
に
重H

業
生
產
高
は一

ー
七
ニ
ー
5
增
加
し

•
 

.
 

.
 

• 

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

論

.

—

文

：.細
'
.
介

：
：

.

.

た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
總
エ
業
生
塵
高
は
ニ
三•七
增̂
、

m工
業
生
産 

高
は
三
三

•三
增̂
。
新
中
國
で
は
-一
九
五
一
一
年
.の
重
工
業
生
產
wr
はH 

業
製
品
總
價
格
の
四
三•八
で̂
、
工
業
生
產
高
は
解
放
後
三
年
半
に
一
一 

倍
以
上
に
な
：つ
て
い
る"

.

一
九
三
〇
年
代
ソ
同
盟
は
設
備
の
大
輸
入
國
で
あ
っ
た
。
三
一
年
に
買 

付
け
た
設
膨
は
世
界
設
備
輟
出
の
約
三
分
の
一
で
あ
る
。
三
七
年
に
は
三 

1

年
の
十
分
の 
一'に
減
じ
た
。
今
や
ソ
同
盟
は
供
給
國
で
あ
る
。
五
ニ
年 

に
は
四
八
年
に
比
し
設
備
供
給
が
十
倍
に
な
っ
た
。
例
え
ば
五
ニ
年
に
、 

チ
エ
コ
ス
口
ヴ
ァ
キ
ァ

V

ポ
ー」

フ
ン
ド
で
分
塊
壓
延
機
と
水
力
發
電
が
、

ハ
ゾ
ガ
リー

で

.は紡
績
工
場
、
ル
ー
マ
ニ
ァ
で
は
大
き
な
水
力
發
電
所
ニ 

っ
、
.ブ
ル
ガ

=
>アで
は
大
セ
ル
ロ
~ズ
エ
場
、
ァ
.ル
バ

_
ー

 
ァ
で
は
多
く
の 

<正
業
が
い-

ず
れ
も
ソ
h
盟
の
設
備
を
基
に
し
て
作
ら
れ
た
。
更
に
中
共
は 

三
偉
ド
ル
の
長
期
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
で
、
大
戰
前
に
^
^
主
義
諸
國
か
ら
輸 

入
し
て
い
た
ょ
り
も
六'五
多̂
く
の
設
備
を
、
每
年
ソ
同
盟
か
ら
輸
入
し 

て
い
る
。

•

,

ル
ー
，マ

-ァ
で
は
ソ
同
盟
の
援
助
を
ぅ
け
て
、

H

作
機
城
製
作
業
、
電 

氣
エ
業
、
精
汕
設
備
生
產
、
班
•輛
生
產
の
ょ
ぅ
な
新
し
い
工
業
部
門
が
っ 

く
ら
れ
た
。
ハv

ガ
リ
ー
で
は
ソ
同
盟
か
ら
め
技
術
書
を
も
と
に
し
て
、 

强
カ
なH

ク
ス
ヵ
ヴ
i丨
.タ

I、
コ
ン
ク
リ
！
ト
、
ミ
キ
サ

Iな
ど
の
建 

設
機
械
や
道
路
建
設
機
械
な
ど
が
生
產
さ
れ
始
め
た
。

，

ま
た
ソ
同
盟
は
組
立
工
場
と
い
っ
た
形
で
多
く
の
設
備
を
供
給
し
て
い 

る
。
■こ
れ
は
民
主
主
義
諸
國
の
社
會
主
義
エ
業
化
の
最
重
耍
な
條
件
の
一

つ
.
^ある
。
例
え
'ば
ポー

ラ

ン

ド

の

「

.ノ
 

.
i»yァ
ヤ

*
グ
.丨

タ

_t?
金
コ

.
 

.
-
 

.
.

.

1

ニ

九
■:(

四
五
九)



H
E學符
雅
誌
第
四
十
七
卷
第
四
號

.

/

ビ.
ナ
ー
ト

、
' 
ヴ
ィ
ル
コ

-

チ

>エ
ル
ヴ
エ
ン
コ
フ
名
#}
火
力
發

m所
、
ル 

.

I
マ

.ニ

..
ア
の

.冶
金
コ

.ン
ビ
ナ
ー
卜
、.
.
印
刷T1.

ゾ
.ビ
ナ

I
.卜、
.アル
.パ
ニア

の
紡
績
コ
ゾ
ビ
ナ
ー
ト
、，
精fi
l
l工場
、
木
材
加
エ
エ
場
賴
糖
エ
場
な
ど
い 

ず
れ
も
そ
れ
で
あ
る
。

 

.

.■

社
會
主
義
陣
營
の
ヒ
れ
ら
の
國
々
は
ま
た
、.、積
極
的
に
設
備
市
場
：の
瘤 

張
と
强
似
に
努
力
し
て.いる
。
チ
エ
コ
ス
ロ
ヴ

Tキ
ア
は
、
電
氣
設
備
、
 

炭
坑
設
備
、
建
設
設
備
、
：.お
ょ
び
木
材
加
工
、
製
靴
、
食
料
品
そ
の
他
の
ノ 

H

業
部
門
に
使
ぅ
金
馬
製
品
を
生
產
す
る
た
め
の
エ
作
機
械
、
農
業
機
械
、 

運
轍
手
段
を
供
給
し
て
い
る
。
，ハ
ゾ
ガ
リIは
金
屬
切
斷
機
、
タ
1ビ
ゾ 

變
蹈
器
、
.起
重

.運
轍
設
備
を
多
贵
に
轍
出
し
て
い
る
。
：全
輸
出
品
の
.三 

..
分
の
ニ
は
生
產
手
段
で
あ
る
。
ル

ー

マ
ニ
ア
も
輸
入
國
か
ら
輸
出
國
と
な 

り
、
ボ
ィ
ラ
ー
、
機
關
啡
、
車
輛
、
採
油
設
備
を
供
給
し
て
い
る
。

.:

现
在
社
會
主
義
陣
營
の
エ
業
生
產
品
目
は
非
常
に
多
方
面
に
わ
た
つ
て 

い
る
の
で
、
あ
ら
ゆ
.る
近
代
機
械
、
モ

ー

タ
ー
、
運
輸
手
段
を
入
手
す
る 

丨
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
販
路
難
は
な
く
競
驴
の
餘
地
も
な
く
、
設
備

— 

货
晶
は
社
會
主
義
的
エ
業
化
計
靈
を
保
障
す
る
目
的
に
役
立
ち
、
不
斷
の 

坐
產
發
展
を
促
進
し
て
い
る
。
眾
事
化
と
設
備
の
販
路
難
が
か
ら
ま
る
資 

本
主
義
市
場
と
は
；止
に
逆
な
の
で
あ
る
と
い
ぅ
。.(

加
藤

-寛)

パ
ウ
ロ 

•

I-
I

•
ナ
ィ
ス
ト
ロ 

-
ム

.

『

小
賣
商
業
の
趨
勢
と
費
用
に
關
す
る
一
考
察

』

.

.
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.

此
の
論
文
は
、
配
給
費
を
節
約
す
る
た
め
に
從
來
な
さ
れ
て
來
た
、
そ 

し
て
又
現
に
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
主
要
な
努
力
の
若
干
を
と
り
土
げ
、
こ
れ 

が
檢
討
を
通
じ
て
、

ー
カ
忙
お
い
て
は
配
給
に
對
す
る
世
論
の
非
難
に
こ 

た
え
る
と
共
に
、
他
方
に
お
い
て
は
配
給
の
特
に
小
賣
商
業
に
お
け
る
性 

格
，の
變
化
を
明
ら
か
な
ら
し
め
よ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ナ
ィ
ス
卜

口

！

ム

教
授
は
、
最
近
の
小
賣
商
業
の
分
野
に
生
じ
た
變
化 

の
ニ

.三
を
指
摘
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。
先
ず
法
目
せ
ら
れ
る
變
化 

の
一
、
つ

は

、

小

賣

店

_數
.に
關
し
て
で
あ
る
。
統
計
'の
示
す
と
こ
ろ
に
よ 

.れ
ば
、

、一''九
四
八
年
に
お
け
る
そ
の
敷
は
兰
九
年
の
そ
れ
に
著
干
及
び
え 

な
か
つ
た
。.そ
の
理
と
し

.て
は
、
第
一
に
ス
ー
パ
ー
マIヶ
ッ
ト
の
異 

常
な
發
展
が
、
そ
し
て
第
二
に
は
戰
時
に
お
げ
る
こ
の
減
少
が
四
八
年
に 

お
い
て
は
未
だ
十
分
恢
復
し
え
な
か
つ
た
こ
と
等
が
擧
げ
ら
れ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。
又
此
の
間

(

'マ
九
三
九
年
丨
四
八
年

)

に
お
い
て
は
配
給
從 

業
者
數
の
變
化
も
吾
々
の
注
意
を
惹
く
。
卽
ち
一
九
四
八
年
に
お
け
る
そ 

の
數
は
三
九
年
の
そ
れ
に
比
し
て
四
一
多
の
增
加
で
あ
る
。
此
の
期
間
に 

お
け
る
人
口
の
增
加
が
僅
か
に
 
一
ニ
％
で
あ
る
の
に
對
し
四
 
一
％
と
云
ぅ 

此
の
異
常
な
增
加
は
次
の
如
き
事
情
に
依
つ
て
證
明
せ
ら
れ
る
。
卽
ち
第 

’
一
一
次
大
戰
中
に
始
ま
る
勞
働
週
の
短
縮
及
び
一
日
常
り
勞
働
時
間
の
短 

縮
の
傾
向
が
、「

一
.九
三
九
年
に
お
け
る
と
同
一
置
の
仕
事
を
遂
行
す
る 

た
め
に
、
戰
後
に
お
い
て
は
戰
補
に
お
け
る
以
上
の
從
業
者
を
必
要

」

•な 

ら
し
め
で
い
る
こ
と
、
更
に
は
、
小
賣
商
業
に
ぉ
け
る
踱
賣
が
ひ
と
り
そ

の
金
額
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
實
際S.に
お
い
て
も
增
加
し
て
い
る
こ 

と
、
こ
れ
等
の一

画
が
配
給
從
業
渚
數
を
增
加
せ
し
め
て
い
る
原
因
と
し 

て
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
金
額
に
お
：け
る
小
寶
販
寶
高
の
增
加
は
、

1

一
〇
〇
涔
以
上
の
增
加
で
あ
る
が
、.ィ
ゾ
フ
•
レ

ー
グ

.
3
ゾ
に
基
づ
く
®

.膦
貴
を
考
慮
し
て
此
の
數
を
調
整
す
る
と
き
、

「

小
賣
商
活
を
通
じ
て
販 

.

.
寶
せ
ら
れ
た
財
货
の
實
際
量
は
、
三
九
年
の
そ
れ
に
吣
し
て
凡
そ
立
〇
％ 

の
增
加
で
あ
っ
た

j

と
推
定
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
此
の
五
〇
涔
と
宏
う
小 

:

寶
商
業
の

i員
の
販
寶

aの
袼
加
は
先
に 
'の
ベ
た
配
給
從
罾
豸
數
に
お
け 

る
增
加
四 
一

'
%にほ
ぽ
近
似
し
た
數
字
で
あ
る
。
文
總
個
人
所
得
中
に
占
：：
 

め
る
小
寶
販
寶
高
の
判
！<r-
lの
變
化
も
此
處
に
指
摘
し
て
お
ぐ
必
要
が
あ 

ろ
う
。
戰

1に
お
い
て
は
此
の
割
合
は
約S*
六
丨
九

で̂
あ
；っ
•た
が

.、

.
戰 

時
中
は
消k

者
財
特
に
耐
久
消
費
渚
財
生
產
の
縮
少
の
結
果
、
箸
る
し
い 

低

下

を

餘

锻

な

く

せ

ら

，れ

た

が

：
、

戰

後

郎

ち

卧

六

年

以

降

は

此

の

比

率

は 

飛

蹯

的

に

增

大

じ

、
，
四

八

年

に

お

い

て

ば

六

：
ニ

. 一
に
ま

.で
達
し
、
：
し 

か
も
此
の
高
水
準
は
少
く
と
も
五
一
，年
の.初
期
ま
で

.は
雛
持
せ
ら
れ
だ
め
. 

で
あ
る

。
.

/

.

. 

.

,

一
方
小
寶
販
寶
高
の
面
か
ら
こ
れ
らi}

時
點
間
の
變
化
を
み
る
に
先
ず 

食
料
品
の
版
寶
高
に
お
け
る
增
加
が
目
立
っ
て
.

い■
る

。

そ

れ

は

人
！：！
.

の
增 

加
、
M

に
は
旣
に
調
瑯
せ
ら
れ
た
從
っ
て
ょ
り

高

價

な

炱

料

品

を

_

入
し 

.ょ
う
と
す
る
ア
メ
リ
力
にお
け
る
家
庭
一
般
に
つ
い
て
み
ら
.れ
る

®
.̂
の 

傾
府
の
結
果
と
も
.

考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し「

此
處
數
年
間
と
云
う
も
の
：■ 

,

は
か
っ
て
そ
う
で
お
っ
た
、
以
止
に
ァ
メ
リ
力
：の
民
衆
が
多
量
の
食
物
をV

 

'と
っ
て
い
る
こ
と
は
_

實
で
あ
る」

。：；此
の
理
凼

は

必

ず

し

も

'
明

ら

か

で

0

文

紹

介 

'

:

は
な
い
が
、「

人
々
が
不
安
で
落
付
き
が
な
く
神
經
質
に
な
っ
て
い
.る
と 

き
は
ょ

り

多
く
の
食
物
を
と
る
も
の
で
.あ
る
と
云
ぅ
精
神
病
學
衮
の
說
明 

が
正
し
い
の
か
も
し
れ
な
い

」

。
と
に
か
く

依
然
今
日
と

云
え
ど
も
完
金 

に

吾

々

か

ら

ぬ

ぐ

い

去

ら

れ

な

い

一

骰

的

な

戰

带

、感

、
，
冷

い

戰

_

に

凼

來 

す
る
菏
立
た
し
4、
こ
れ
ら
が
右
の
現
象
の
說
明
と
な
る
の
で
あ
る
か
も 

.し
れ
な

'い。
此
の
外
そ
の
販
賣
高
の
增
加
が
著
る
し
い
も
の
は
、
家
具
、
 

自
：動
艰
、
建
^
材̂
等
の
戰
爭
と
一

K

ぅ
特
殊
な
事
情
の
下
に
お
い
て
一
時 

，的
に
消
費
規
制
を
餘
飯
な
く
せ
ら
れ
た.耐
久
消
費
財
で
あ
る
。■

他
方
配
給
機
關
別
ヒ
未
々
の
賣
上
比
率
を.みる
と
き
、
そ
こ
で
明
ら
か 

と
な
っ
た
こ
と
は
小
賣
經
營
形
態
と
し
て
の
迎
鎖
店
の
發
展
の
可
能
性
に 

'關
し
て
で
あ
石
。
總
小
賣
腋
寶
高
中
連
鎖
庙
の
そ
れ.の占
め
る
割
合
は
、

一r .

九
一

一

九

年

ね

お

い

て

は

ニ
 

j
.
^
v
三
九
年
に
ゆ
ニ
ニ
^
で
あ
っ
た
が
四 

/V
年
に
は
漸
く n

一
；

近
い
販
寶
高
を
實
現
し
え
た
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
こ 

.
と

は「

チ

エ

I

ン
ス
ト

ァ

は

、

此
の
國

の
-:

小
.賣
商
業
の
發
展
に
お
い
て 

も
は
や
上
昇
も
低
下
も
な
、い
い
わ
ば
プ
ラ
ト

ー

の
狀
態
に
達
し
た

」

こ
と 

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
全
體
と
し
て
此
の
十
年
間
に
は
小
寶
商
業
の

一

 

般
的
構
造
に
は
さ
し
て
大
き
な
變
化
を
認
め
る
こ
と
は
出
來
な
，か
つ
た
0. 

個
人
が
所
有
し
個
人
の
避
營
す
る
小
賣
商
廣
は
全
體
の
九
〇
％
以
上
を
そ 

し

.て
、そ

.の賣
上
高
に
.お
い
て

.は
七
五
％
以
上
を
白
め
て
い
た9で
あ
り
、

.

此
：の
數
字
も
三
九
年
に
お
け
る
ぞ
れ
と
殆
ん
ど
大
差
な
い
も
の
で
あ
る
。 

か
く
の
如
く
仁
し
か
に
小
寶
商
業
の
一
般
的
傅
造
に
ば
大
き
な
變
化
は
な 

か
っ
：た
が
、
そ
の
內
部
に
お
い
て
は
.

「

.財
貨
配
給
の
ょ
り
經
濟
的
な
方
法 

/を
發
見
す
な」

努
力
は
絕
え
ず
續
け
ら
れ
た
の
で
あ.り
、
.
そ

の

中

で

も

最

:•
:

,,
.

•

.

.
_
1
三

.

i

.(

四K1).

.

ン

.-



三
田
學
會
纖
誌
.'
.第
四

十

：七

卷.第
四

號

：

.
.

も
顧
著
な
も
の
はf

ル
フ
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
實
施
と
現
金
持
歸
り
制
の
導
入 

.

で
あ
る
。
じ
か
し
乍
ら
此
逆
？
の
.エ

夫

，
は

サ

ー

ヴ

‘ィ
ス
，
そ

の

も

の

の

.
生

產

性
 

を
高
め
る
こ
と
に
よ
つ
そ
も
た
ら
さ
れ
る
總
配
給
費
に
お
け
る
節
約
と
安 

う
よ
り
は
、
む
し
ろ
費
用
の
平.の

若

干

を

小

寶

商

.か

ら

消

費

者

に

移

轉

せ 

し
め
た
に
づ
き
な
レ
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
セ
ル
フ
サ
I

ヴ
ィ
ス
の■
下
.
 

.
に
お
い
て
は
消
費
者
は

£
1

ら
す
べ
て
を
な
さ
ね
ば.な
ら
な
V

の
で
あ
る 

..が
、
し

力

し「

消
費
溝
の
.多
く
は
そ
う
す
る
こ
と
を
左
程
氣
に
'
し
て
い
る
.
 

よ
う
で
も
な
く
、
む
し
ろ
彼
等
は
セ
ル
フ
.サ
ー
ヴ
ィ
ス
庙
に
お
け
る
氣
輕 

な
購
賈
を
た
の
し
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
：あ
る
。
又
電
話
法
文
、

.
信
弔
販〜 

寶
、
配
達
制
度
の
廢
止
は
、
ご
れ
ら
の
サ
I

ヴ
ィ
ス
.
の
貨
擔
を
小
寶
商
か.
 

ら
顧
客
へ
移
戤
す
る
こ
と
以
上
の
.何
物
で
も
な
い
が
、
か
か
る
.結
果
と
し 

て

の

小

寶

經

費

の

は

、
少

く

と

も. 4

0 -

ま
で
に
關
す
る
限
り
で
は、
.
 

小
寶
商
業
に
と
つ
て
の
樹
極
的
進
步
と
み
な
^

う
る
も
の
の
.ー

 

つ

で』

 

る」

。

•

/

'

>
'■
.

最
近
の
小
寶
商
業
の
分
野
に
お
い
て
ん
ら
れ
る
新
た
な
動
き
と
し
て
： 

は
、
'大
都

市

小

寶

商

業

の

分

散

化

の

傾

昀

で

あ

る

..
°

都

心

に

お

け

る

購

賈

ぃ 

が
殆
ん
ど
不
可
能
な
程
に
交
通
が
幅_し
た
今
日
そ
：の
住
宅
地
を
ひ
か
え
，
 

;'
た
近
郊
に
ブ
.ラ
ン

.チ.を
設
置
す
るこ
と

は

當

然

の

こ

と

，
で

あ

■るが
、
.この 

傾
向
と
相
平
行
し
て
不
励
產
會
社
又
は
强
カ
な
小
寶
商
社
の
ィ
ニ

'ゾ

rァ 

ィ
ー
グ
の
下
に
_
せ
し
め
ら
れ
；つ
つ
あ
る
新
ち
し
い
購
買
の
中
心
地
の 

翅
設
と1K

う
計

!

»が
あ
る
。
Mに
は
チ
ェ
ゾ

•

ジ
ュ
二
ア

！

デ

。
ハ

I

ト 

の
開
設
計
載
な
ど
こ
れ
ら
一
迎
の
動
き
は
都
心
.か
ら
外
郊
に
向
つ
て
の
一 

つ

‘の
分
散
化
の
傾
向
と
云
う
こ
と
が
出
來
よ
う
。
又
勞
働
忸
合
に
_依る
_ャ

.

一
三
二 

.

(

四
六
ニ)

.

.

.

.
ぶ

'. 

- 

• 

.

.

.

.寶
配
給
の
經
營
も
戰
後
の
一.：っ
の
特
色
で
あ
る
が
、
架
し
て
か
か
る
消
費 

協
同
組
合
が
十
分
の
.成
.果

を

牧

め

ぅ

る

か

否

か

極

め

て

興

味

深

い

問

題

を 

提
起
し
て
い
る
。
又
販
賣
能
率
を
强
調
す
る
結
果
、

.

庙
舖
の
機
構
を
單
純 

且
っ
流
線
型
化
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
愈
々
强
く
な
っ
て
來
て
お
り
、
こ
の 

.こ
と
はT

店
舖
を
建
築
家
の
.勞
作
と
し
て
で
は
な
く

一

個
の
販
寶
機
械
と 

し
て
み
よ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る

J
。

卽
ち
そ
れ
は
店
鋪
及
ぴ
そ
の
設
備 

.が
顧

客

に

と

っ

，て

財

貨

の

購

入

を

よ

り

容

易

且

.っ
快

適

に

な

し

、
>
る

上

ぅ 

配
置
設
計
せ
ら
れ
た
販
賣
機
關
と
し
て
役
立
た
し
め
よ
ぅ
と
.す
る
も
の
で 

あ

る
.0
か

か

る

努

力

は

配

給

費

の

節

約

を

そ

の

經

營

內

部

に

求

め

よ

ぅ

と 

す
る
も

.ので
あ
る
が
、
し
か
し
特
に
戰
後
に
お
い
て
は
、
小
寶
店
の
經
營 

'主
は「

彼
の
經
營

.の
改
善
に
依
っ
て
と
云
ぅ
よ
り
は.、
む
し
ろ
全
く
別
系
' 

統
の
商
品
を
販
寶
す
る
ご
と
に
よ
り
又
は
新
手
の
販
賣
促
進
策
を
と
る
こ 

と
に
よ
つ
て
他
に
先
ん
じ
よ
う.とつ
-と
め
て
い
る」

。
そ
れ
に

.

.
つ
い
て

 ̂

ん
ど
又
は
全
く
經
驗
の
な
い
種
類
の
商
品
に
ま
で
手
を
璐
げ
る
こ
.と
に
よ 

、っ
て
そ
の
販
賣
高
を
犬
な
ら
し
め
ん
と
す
る
努
力
が
實
質
的
な
そ
し
て
恒 

久
的
な
成
功
を
收
め
ぅ
る
か
否
か
は
極
め
て
疑
問
で
あ
る
。
む
し
ろ
小
賣 

經
營
の
成
功
は
、
經
營
內
部
の
無
駄
を
發
見
せ
ん
と
す
る
意
圖
か
ら
出
發 

せ
る
—，
特
定
の
小
寶
活
動
の
集
約
的
硏
究
か
ら
生
じ
て
來
る
と
思
わ
れ 

る」
と

。
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